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平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 3-08 部・課08 05 11

実施方法
国庫･
県単

県が直接実施

実施期間 S42

事　業　名 県単緊急農地防災事業（県単【農地防災】）

　農政部　農地整備課

県単緊急農地防災事業実施要綱根拠法令等

　3157

　nochi@pref.nagano.lg.jp

内　線

E-mail

担
当
課

県単独公共

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

農用地及び農業用施設の自然災害の発生を未然に防止することによって、農業生産の維持及び農業経営の安定を図り、併
せて国土及び環境の保全に資する。

対　象 長野県地域防災計画で定める災害危険区域における地すべり危険箇所、土砂災害危険箇所、排水不良地域、ため池

目指すべき姿
本県は、その地形・地質から土砂災害等が発生する危険がある場所を多く抱えている。このため、土砂災害等の発生が急迫
した箇所について応急的に対策工事を行い、土砂災害等の発生の未然防止を図る。

事業内容
・自然災害の発生を未然に防止するための応急工事の実施（負担割合：【県】100％）

※市町村長からの申請に基づき実施

23年度 24年度（当初）

62,020 156,334

101,945

125,149

23年度事業費の主な内訳

千円 185,314②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 3.60

千円

156,334

－ － －

（H24への繰越額：45,165千円）
千円 79,687 140,149 ―

千円

3.90 4.40

156,334

対策工事箇所数（活） 箇所 26

千円 79,687 140,149

評価区分

過去５カ年の平均対策工事箇所数をＨ23年目標と
し、防災水準の確保を図る。

対策工事箇所数　25箇所

左記以外のH23年度実績
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24年度（見込）

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
　１箇所当たり事業費

千円
/箇所

判
定
の
説
明

事業成果・評価

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり□　余地なし ■　当面余地なし

□　増加

⑤
事
業
の
課
題

県の関与を見直す
余地

■　当面余地なし

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

④
事
業
の
成
果

事業ニーズの変化

34

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・これまでの社会資本整備の結果、大規模な災害は減少傾向にあるが、一方で局地的豪雨による土砂災害は増加
している。民生の安定のため引き続き土砂災害の未然防止を図る必要がある。
・国庫補助の対象にならない小規模な防災対策や緊急を要する応急対策に対し、県は、市町村の財政力等に左
右されず機動的に対応する必要がある。

特記事項

期待どおり

事業の目標(H23)

区　分

□　余地なし

■　横ばい □　減少

・局地的豪雨等の発生に伴い、事業の実施要望は増加傾向に
ある。

判　定　・　説　明

対策工事箇所数は、目標を上回る34箇所であり、期待した防災水準の確
保が図られた。

□　余地あり

22年度

3,065

b

4,122 5,043

（効率指標　算定式）
　概算事業費/対策工事箇所数

23年度


